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【目的】２００４年１２月の ASHで多発性骨髄腫患者における ONJが報告され、ビスフォスフォネー
ト(BP)製剤との関連が指摘されている。２００５年７月 IMF は実態調査に着手したが、今回の日本骨
髄腫研究会の調査はこの依頼を受けたものである。【方法】アレデイアの投与が可能となった１９９４年

９月から２００４年１２月までに日本骨髄腫研究会所属施設において多発性骨髄腫として診断・治療を

受けた患者数と ONJと診断された患者数の郵便でのアンケート調査を行った。【結果】４９施設から期
間内に３１３３名の患者が申告され、その中で ONJは２例（疑い１例を含む）報告された。【結論】本
邦における ONJ発症率は０．０６％で、米国からの９％との間に際だった違いが明かとなった。 
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